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目的：アイヌ民族服飾には、アイヌの人々の美的センスと繊細な技術によって独特の文様

が表現されている力戈、衣服の構成は平面的であり、その多くは単仕立てである。本研究で

は、衣服の基本となる構造や寸法、縫製技術について資料63点の実涜調査を行い結果を

まとめる。

方法：衣服の形状、損傷部位の有無を記録し計測を行う。衣服各部位の計測には、形状に

より計測項目を9－1 3とし実測値を求める。縫製の調査は、縫合部、始末法、縫い糸と

針目数の関係から5 cmを単位とした針目数を観察し技法の巧緻性を判別する。

結果：実物調査資料63点のうち、アツシは５点、他は綿織物で、多くは単仕立てである

形状は和服の半纏に近似し、直線裁ちで、身頃、襟、袖（もじり袖、筒袖）の各部分から

構成されている。資料の一部に複つき衣服があり、形状も様々である。身丈は着用者の身

長によってことなるが凡そ1 0 7. 5から12 9. 5cmで対丈かそれよりやや短い。衣服

各部位の実測値から左右差力べみられた。m製は全て手縫いである。縫製の基本となってい

る縫合部の並縫い、かがり縫い（巻き縫い）には粗密があり技術の巧拙が観察された。縫

合部や始末法に和服のような特定のきまりはみられない。文様の繊細な剌しゅう、かがり

縫いに比べ衣服の製作に落差がある。

2 Pa－3 アイヌ衣服文様布量について

昭和女大附高　○吉本智子

(第２報)

昭和女大　村井不二子

　［目的］アイヌ衣服には、本州では見られない様々な独特の文様がある。その文様を構成

している布、文様布は、アイヌの人達にとって、交易によってしか手に入らないものであ

ったと言われる。その限られた布をいかに工夫して使用したかと言う点から、文様と文様

布量の関連性、布の貴重性、衣服布と文様布のかかわりについて考察する。

　［方法］実際に文様布に使われている布の量（文様布量）の計測を行い、衣服種類別文様

布量、素材別文様布量、衣服布量に対する文様布量の割合を求める。またそれを逆に、計

測された布量から、その文様を再現してみることにより、布の貴重性、文様と布量のかか

わりについて考察を進める。
　［結果］今回はアイヌ衣服の最も代表的なアツシ５点を対象に行った。アツシのほとんど

は、布をテープ状にしたものを切り伏せしていく切伏文様である。素材的には、厚手の木

綿布が使われているため、布テープだけでは細かい文様が表現しにくいためか、多くのス

テッチ文様が施されている。また、計測された布量から文様を再現した点においては、実

際の布量とは多少の差異が見られた。これは布を曲げる時のいせこみの分量や、実際の布

と試用布との布の厚さのわずかな差などが原因であると考えられる。しかし多少の差異が

見られたものの文様布量は、視覚的文様領域（文様間の空間を含む文様全体の範I）より
もだいぶ少ないものであった。布を細いテープ状にして用いることによって、少量の布で

も衣服全体に文様を施すことができ、貴重な布を工夫して使っていたことがうかがえた。
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